
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Civil and Environmental Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Concrete Structures and Maintenance 2 units (required selection (B))

Takao Ueda · Professor / Regional and Urban Planning, Department of Civil and Environmental Engineering, Sadaaki Nakamura · Part-time Lecturer / Faculty of Engineering

Target〉 コンクリート構造の応用例として，プレストレストコンクリート構造物
の設計 ·施工方法について理解するとともに，コンクリート構造物のメインテ
ナンス技術に関する基礎的知識を身につけ，建設工学の専門応用科目群の 1分
野である鉄筋コンクリート工学に関連する実務問題に正しく適用できる能力
を養う．

Outline〉 本講は，次の 2つの柱によって構成される．(1)プレストレストコンク
リート構造の設計 ·施工 (1∼ 9回)では，鉄筋コンクリートの応用技術として
プレストレストコンクリートの構造形式の基本的な考え方について講義する．
(2)コンクリート構造物のメインテナンス技術 (10∼ 15回)では，コンクリート
構造物を適切にメインテナンスしていくために必要な知識について解説する．

Keyword〉 プレストレストコンクリート, コンクリート構造の劣化と対策
Fundamental Lecture〉 “Reinforced Concrete Mechanics”(1.0), “Concrete Tech-

nology”(1.0), “Materials for Construction”(1.0)

Relational Lecture〉 “Basic Technology of Concrete”(0.5), “Diagnosis Technol-
ogy of Concrete Structures”(0.5)

Requirement〉 「鉄筋コンクリートの力学」の修得を受講要件とする．
Notice〉 授業計画に記載した 1.と 10.∼ 15．は上田が担当し，2.∼ 9．は中村が担
当する (集中講義)．

Goal〉
1.プレストレストコンクリート構造の原理と，設計 ·施工方法に関する基礎
事項を理解する．(1∼ 9回)

2.コンクリート構造物を適切に維持管理するための基礎的知識を習得する．
(10∼ 15回)

Schedule〉
1.ガイダンス: プレストレストコンクリート構造の原理
2.プレストレストコンクリート構造の設計 (1):概説
3.プレストレストコンクリート構造の設計 (2):プレストレス力の変化
4.プレストレストコンクリート構造の設計 (3):限界状態設計法 (曲げとせん断
に対する挙動と理論)

5.プレストレストコンクリート構造の設計 (4):許容応力度設計法:レポート 1
6.プレストレストコンクリート構造の施工 (1):概説
7.プレストレストコンクリート構造の施工 (2):材料の特性
8.プレストレストコンクリート構造の施工 (3):各種プレストレス工法

9.プレストレストコンクリート構造の施工 (4):構造物の施工:レポート 2
10.コンクリート構造物の維持管理技術 (1):概説
11.コンクリート構造物の維持管理技術 (2):点検 ·モニタリング手法:小テスト 1
12.コンクリート構造物の維持管理技術 (3):劣化メカニズム (鉄筋腐食による劣
化):小テスト 2

13.コンクリート構造物の維持管理技術 (4):劣化メカニズム (コンクリート自身
の劣化):小テスト 3

14.コンクリート構造物の維持管理技術 (5):補修 ·補強技術:小テスト 4
15.コンクリート構造物の維持管理技術 (6):ライフサイクルマネジメント:小テ
スト 5:レポート 4

Evaluation Criteria〉 到達目標 1の達成度を，レポート 1とレポート 2の割合を
1:1として算出される評点により評価し，評点 ≥ 60%を当目標のクリア条件と
する．到達目標 2の達成度を，レポート 3と 5回の小テストの点数の割合を
1:4として算出される評点により評価し，評点 ≥ 60%を当目標のクリア条件と
する．すべての到達目標をクリアした場合を合格とし，成績は，到達目標 1と
2の評点の平均値として算出する．

Jabee Criteria〉 【成績評価】と同一とする．
Relation to Goal〉 本科目は本学科の教育目標の 3(3)に，100%対応する．
Textbook〉 講義時にプリントを配布する．
Reference〉
�岡村 ·前田「鉄筋コンクリート工学」市ヶ谷出版
�横道英雄「コンクリート構造学」技報堂出版
�藤井 ·小林「プレストレストコンクリート構造学」国民科学社
�土木学会編「コンクリート標準示方書 (維持管理編)」
�土木学会メインテナンス工学連合小委員会編「社会基盤メインテナンス工
学」東京大学出版会

Webpage〉 http://www.ce.tokushima-u.ac.jp/lectures/D0037
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215899
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Ueda (A502, +81-88-656-2153, ueda@ce.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 年度ごとに学科の掲示を参照すること)
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Note〉 止む無く欠席する場合は，事前に上田まで必ず連絡すること．授業を受け
る際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習をしたうえで授
業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
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